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がペテルブルグに設立された［PSY T. VIII. ` 5811］。同校の教育内容には、フランス語
やドイツ語、絵画、ダンス、フェンシング、乗馬など、貴族にふさわしいとされる教養科








格者のうち、農民を 100 人以上所有する富裕層の子弟は、12 歳以降も家庭での教育が許
された。家庭では引き続き、子弟に対して神の掟（注 3）、算術、幾何の教育が義務づけ
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［PSY T. XIV. ` 10724］。
では、この資格試験制度はどのように実施され、18 世紀ロシアの教育文化史において
どのような意義を持ったのだろうか。本稿ではこれらの問題について、おもに一次史料に


































11 校存在した［Voronov 186727; Sivkov 1951316］。帝政期の女子教育史家リハ
チョーヴァも、1784 年、外国人経営のパンシオンおよび私立学校がペテルブルグに 26















































だった［Voronov 1858; Kapterev 1915; Studenikin 1994; Lat]wina 1998; Ponomare-











1757 年 4 月 29 日、「子弟の教育のために私人の家庭に雇用されることを希望する外国
人の知識の事前審査、ならびにしかるべき資格を持たない教師を家庭で雇用する者からの





















































































































1770 年までに男性 66 人が受験し、58 人が合格して資格を取得している［Dokument] I
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（注 9）。最も多いのがフランスの 18 名、次いでドイツ 5 名、スイス 3 名、イタリア 2 名
である。この結果は、18 世紀後半のロシアで、フランス語あるいはドイツ語を母国語と





ス語教師、陸軍貴族幼年学校フランス語教師）。2 名が退役軍人、そして残る 4 名は商
人、製紙工場管理人および連隊事務局書記、プロテスタント牧師、桶屋だった。なお、そ
の他に学士の称号を持つが、職業不詳の者が 1 名いた［Dokument] I145］。









































58 名の受験者が合格した科目数は 1 科目から 5 科目と幅があった。最も多かったのは

































できない。科学アカデミーは 1757 年だけで 61 名に証明書を与え、「知識が不足している」
という理由でわずか 2 名を不合格とした［Smagina 19961415］。モスクワ大学の創設
に尽力した M・V・ロモノーソフ（1711～65 年）はロシアの教育事情に大きな関心を寄
せ、資格試験の動向を注意深く見守っていた。ロモノーソフには試験が不適切に実施され


























を続けた［Sergeeva 200030, 33, 64］。1757 年令がその後も繰り返し再確認されたこと
は、そのような事態を反映していた。記録によれば、資格取得を義務づける法令が 1773
年 2 月 25 日に発布されている（注13）。19 世紀に入っても、1812 年にアレクサンドル一





















































きかった。1769 年 4 月 29 日のモスクワ大学教授会議事録にはつぎのような記述が残さ
れている。





























































































































会保護局（注 16）委員 I・B・カメンスキー、同 C・バブシキンの計 6 名から構成され
た［Sivkov 1951323］。調査委員会の調査報告資料はスィフコフにより 1951 年の『イ
ストリーチェスキー・アルヒーフ』に紹介されている［Sivkov 1951315323］。以下、
これにもとづき考察したい。
1785 年 10 月 23 日、調査委員会はモスクワにある私立パンシオンと私立学校全 11 校
を調査した。これらの学校で学ぶ生徒数は 394 人、そのうち男子は 329 人、女子は 65 人
だった。また全生徒 394 人中、ロシア人（民族）は 284 人、（帝国臣民および外国人の）
非ロシア人は 110 人だった［LihaŠeva 1899260］。1 校を除き、経営者はすべて外国人

























































する記録が残されている。1759 年から 1770 年までの 12 年間に資格を取得した 58 人の
うち、9 人がモスクワ大学附属ギムナジア、カザン・ギムナジア、モスクワ大学の教職に
就いた。まだ教員養成システムが確立していなかった当時、教師資格が中・高等教育機関
の教師候補者に求められる能力を保証していたのである。一例をあげよう。1770 年 8 月
25 日、「家庭教師アブラム・ダニエル・ルーデルは本教授会にカザン・ギムナジアのドイ








せることが決定された」［Dokument] III254］。ルーデルは報酬年 200 ルーブルでカザ
ン・ギムナジアのドイツ語統語論クラス教師に採用された［Dokument] III259］。
このほか、ギムナジア教師の職に就くために、偽の資格証明書を提示したという記録も










































( 1 ) 従来、日本のロシア史学ではピョートル一世以前の時代について、ボヤールスト










( 2 ) ピョートル時代に設立された、貴族を管轄する行政機関。貴族名簿の作成、貴族身
分を証明する書類の点検や調査、勤務への配属などをおもな業務とした。
( 3 ) 祈文、教義や十戒にかんする教理問答などをおもな学習内容とする。
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( 7 ) ピョートル一世時代とピョートル後の一時期における科学アカデミーの名称。




( 9 ) ここでは大まかに状況を把握する目的で、出身民族が出身地を示すものと仮定し、
出身地にデータを一括した。
(10) 1690 年、ローマに設立されたイタリア文学協会。
(11) 18 世紀、国立のギムナジアは 3 校存在した。ペテルブルグの科学アカデミー付属ギ
ムナジア AkademiŠeskaà gimnayià（1726 年開校）、モスクワ大学付属の大学ギムナ
ジア Universitetskaà gimnayià（1755 年開校）、そしてモスクワ大学付属校に倣っ
て設立されたカザン・ギムナジア Kayanskaà gimnayià（1758 年開校）である。ロ









蔵の史料（CGADA F. 248. Kn. 5565. L. 511）に記録が残されている［Dokument]
III431］。管見のかぎり、この命令はロシア帝国法律全書には収録されていない。
(14) ブアイエ・デ・ロケ（1759 年 11 月 20 日資格取得。以下、同様）、フランソワ・
リーデル（1760 年 11 月 11 日）、ピョートル・ラウリニ（1761 年 3 月 14 日）、アダ
ム・ゲンリヒ・ヴィリシ（1766 年 2 月 18 日）、ギリオム・ボルデナウ（1769 年 8 月
19 日）、オットー・グスタフ・マイヤー（1769 年 10 月 7 日）、サムエル・マルテン
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